
 

 

 

 

Merging   RAVENNA   ASIO   /   Merging   Audio   Device   :  
ST2022-7   Setup  

 

必 要 な も の  

● Merging   RAVENNA   ASIO   Driver （ V13 以 上） ま た は Merging   Audio   Deviceg が イ ン ス トー ル さ 
れ て い る PC （ Windows ）。   詳 細 に つ い て は、 こ の ペー ジ の 指 ⽰ に 従っ て く だ さ い。  

● ST2022-7 対 応 の   AES67   /   Ravenna   互 換 デ バ イ ス （ド ラ イ バー に ASIO ク ロッ ク を 使 ⽤ す る 
に は、 ネッ ト ワー ク 上 に Merging デ バ イ ス が 必 要 で す） Anubis で は、 ファー ム ウェ ア 
V1.1.8b44345 以 降 が 必 要 で す。   Horus   /   Hapi は、 ファー ム ウェ ア V3.9.9b44345 以 降 が 必 要 で 
す。  

● 適 切 に 設 定 さ れ た   AES67   /   Ravenna   互 換 ネッ ト ワー ク ス イッ チ が デ バ イ ス と コ ン ピュー 
ター の 間 に 必 須 で す。   

● ”ASIO   ST2022-7 モー ド”   の 認 証 キー に つ い て は、  keys@merging.com  ま た は Merging 社 製 品 
販 売 パー ト ナー に お 問 い 合 わ せ く だ さ い。  

● PC に は、 Google   Chrome   が イ ン ス トー ル さ れ て い て、 標 準 の ブ ラ ウ ザ と し て 設 定 さ れ て い 
る こ と を 確 認 し て く だ さ い。  

⼿ 順  

1. 認 証 キー の ⼊ ⼒  
コ ン ト ロー ル パ ネ ル   >    MT   Security   Settings   を 開 き、 Key ファ イ ル を   Import   で 読 み 込 ん で く だ さ 
い。  
Key の Import 後、 Authorization   の リ ス ト で   “ASIO   ST2022-7”   オ プ ショ ン が Permanent に なっ て い る こ 
と を 確 認 し て く だ さ い。  

2. デ バ イ ス の IP ア ド レ ス の 設 定  
こ の 例 で は   Anubis   SPS   で 設 定 を ⾏ い ま す。  
Merging ロ ゴ を ⻑ 押 し し て Settings に ア ク セ ス し ま す。  
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General   >   Network   を 開 き ま す。  
ST2022-7   mode   を ア ク ティ ブ に し ま す。  
Interface   1   と   2   に IP ア ド レ ス を 設 定 し ま す。  
Note ：   IP ア ド レ ス は IP の コ ン フ リ ク ト を 避 け る た め 異 な る レ ン ジ を 使 ⽤ し て く だ さ い。  
設 定 を 終 え た ら   Apply   &   Reboot   を 押 し て く だ さ い。  

3. PC の IP の ア ド レ ス の 設 定  
こ の 例 で は、 コ ン ピュー ター に 2 つ の ネッ ト ワー ク ア ダ プ ター と 1 つ の Anubis   SPS デ バ イ ス が あ る 
こ と を 前 提 と し て い ま す が、 2 つ の デ バ イ ス で 実 ⾏ す る 場 合 も 同 じ ⼿ 順 が 適 ⽤ さ れ ま す。  

コ ン ト ロー ル パ ネ ル   >   ネッ ト ワー ク と 共 有 セ ン ター   を 開 き。 左 に あ る   “ア ダ プ ター 設 定 の 変 更”   を 
ク リッ ク し ま す。  

 

ア ダ プ ター   ア イ コ ン を 右 ク リッ ク し、” プ ロ パ ティ”   を 選 択 し ま す。  

“イ ン ター ネッ ト   プ ロ ト コ ル   バー ジョ ン ４ （ TCP/IPv4 ）”   を 選 択 し、” プ ロ パ ティ （ R ）” を ク リッ ク 
し ま す。  

” 次 の IP ア ド レ ス を 使 う”   に チェッ ク を ⼊ れ、 IP ア ド レ ス を ⼊ ⼒ し ま す。 ア ド レ ス は Anubis   SPS の 
Interface   1   に 設 定 し た ア ド レ ス と 同 じ レ ン ジ に 設 定 し て く だ さ い。  

例 ： IP を   172.168.0.10   に 設 定 し、 Anubis   Interface   1   を 172.168.0.20   に 設 定 し た 場 合、 Windows でっ 
は サ ブ ネッ ト   マ ス ク を ⾃ 動 的 に 設 定 し ま す。  
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4. Merging   RAVENNA   ASIO   ま た は   Merging   Audio   Device   ド ラ イ バー の 設 定  
Merging   RAVENNA   ASIO   ま た は   Merging   Audio   Device   を 開 き ま す。  

RAVENNA/AES67   Settings   で、 Interface   1   に 接 続 し て い る ネッ ト ワー ク   ア ダ プ ター を 選 択 し ま す。  

Interface   2   に 接 続 し て い る ネッ ト ワー ク   ア ダ プ ター を   Secondary   adapter   に 選 択 し ま す。  

Apply   を ク リッ ク し ま す。  

5. Advanced ペー ジ で オー ディ オ   コ ネ ク ショ ン を 作 成 す る  

MT   Discovery   を 開 き ま す。  

 

Anubis   を 右 ク リッ ク し て、” Open   Advanced”   を 選 択 し ま す。  
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ブ ラ ウ ザ が 開 い た ら、” General   Settings”   ペー ジ を 開 き、” ST2022-7   mode”   を ア ク ティ ブ に し て く だ 
さ い。  

“Session   Source”   ペー ジ を 開 き、 ソ ケッ ト   ア イ コ ン を ク リッ ク し て 新 し い   “Source”   を 作 成 し て く 
だ さ い。  

”Output   Interface(s)”   を   ” Interface   1&2(ST_2022-7) ”   に 設 定 し て く だ さ い。  

そ の 他 の 設 定 は （チャ ン ネ ル 数,   Inputs,   な ど） 通 常 通 り 設 定 し て く だ さ い。  

 

次 に 同 様 の ⽅ 法 で   ASIO   デ バ イ ス の   ”Advanced   pages”   を 開 き ま す。  

”General   Settings”   ペー ジ を 開 き、” ST2022-7   mode”   を ア ク ティ ブ に し て く だ さ い。  

“Session   Sink”   ペー ジ で 新 し い   “Sink”   を 作 成 し ま す。  

“Source”   の ド ロッ プ ダ ウ ン   メ ニュー で   Source   を 選 択 し ま す （シ ス テ ム は Source が ST2022-7 で あ 
る こ と を 認 識 し ま す）。  
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以 上 で   Anubis   の   Source   は   ST2022-7   で   ASIO   に 接 続 さ れ ま し た。 左 の ペ イ ン に 両 ⽅ の イ ン ター 
フェー ス の コ ネ ク ショ ン   ス テー タ ス が 表 ⽰ さ れ ま す。  

ASIO   Session   Source   と   Anubis   Session   Sinks   で 同 様 の 操 作 を ⾏ い、 ASIO か ら Anubis へ の コ ネ ク 
ショ ン を ⾏っ て く だ さ い。  

Notes ：  
● Advanced   ペー ジ で マ ニュ ア ル で 接 続 を ⾏ う の で は な く、 NMOS サー バー を 通 し て コ ネ ク 
ショ ン を ⾏ う こ と も 可 能 で す。  
NMOS   に は 認 証 キー が 必 要 で す。  
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